
第６2回学校祭を終えて 
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 ９月２２日（金）に第６２回学校祭が開催されました。今年度の全校テーマは「一祭合祭」でした。今

年度も、展示、装飾、ステージ発表の各部門で話し合いながら企画をたて、テーマを意識した作品を制作

しました。どの部門も、アイディアを出し合い工夫をしながら準備をしてきました。当日は、全校生徒が

一体となって楽しんでいる姿が印象的でした。無事に当日を迎えられたこと、そして生徒たちの活躍する

姿を保護者のみなさまに見ていただけたことを大変うれしく思います。この学校祭で経験したことを、１

０月２７日（金）に行われる合唱コンクールや普段の生活の中で生かしていってほしいと思います。 

１年１組 笠谷 真歩 

 私は、学校祭を終えて、三つの思い出が残りました。一つ目は、他クラスの同学年の子と、屋台をつく

りあげる過程です。最初は全員緊張して、何を話して、どう接すればいいのかもあまり分からず、このま

ま時間が過ぎたらどうなるのだろうと、とても不安でした。けれど、だんだん話していく内にみんな面白

く個性豊かな人ばかりで、とても楽しく作業ができました。そして、その一人一人の個性をいかし、役割

を分担して、世界にひとつだけのユニークなやきそばの屋台をつくりあげることができました。そして私

には、最高な思い出、そして友達ができました。 

二つ目は、他学年の展示、装飾です。他学年のつくりあげたものを見ていると、自分達にはない発想が

あってとても楽しかったです。ですので、来年も展示グループになる機会があったら、アイディアの一部

に取り入れてみたいと思いました。 

そして三つ目は、全学年のステージ発表です。どれも、内容が面白く、ずっと見ていられそうなくらい

楽しい時間でした。その中でも、３年生の参加型ステージが面白かったです。最初は、何をするのか分か

らなくて、とてもドキドキしていました。そして参加型ステージが始まると、注意事項などの説明があり

ました。全員が楽しく参加できるルールになっていて、とても３年生らしい発表だなと感じました。 

学校祭を終えて 

 

「一祭合祭」というテーマは１年２組の海野帆乃花さ

ん、シンボルデザインは３年１組の竹下千尋さんが考えた

ものです。 

このテーマには、「明園中のすべての人たちが楽しめるよ

うな学校祭にし、仲間と協力しながらつくり上げていこ

う。」という意味が込められています。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

23日(月)２学期末テスト範囲発表 

24日(火)合唱交流会（１年） 

27日(金)合唱コンクール 

１０月の主な予定 

 

詳細は別紙月行事予定表でご確認ください 

30日(月)国際交流 韓国語講座① 

31日(火)生徒協議会 

２年２組 若生 愛瑛 

 私はやはり少しさびしいなと思ってしまいました。他にももちろん安心したな、やとても楽しかったな、

とも思っています。理由はステージ部門でのいごこちが良かったからだと考えました。ステージといえば

きっと練習にたくさん励んでいるような感じです。その練習を見ているのはとても面白かったです。役者

のセリフやステージでの立ち位置が決まっていくにつれて一人一人がその役に入り込んでいくのを見て

いました。セリフにあわせて動きをつけている人、セリフに少しアクセントを加えている人、照明や映像

の人手で悩んだ時、「自分から入るよ」と言ってくれた人、まだまだたくさんいるのですが、主にそのよう

な人たちのおかげで楽しく過ごせたのだと思います。そして、最後に先生が「自分がその役になれなかっ

たからとねたむような声は、少なくとも先生の耳には入ってこなかった。」と話していました。私はこれも

いごこちよくすごせた理由の一つだとそこで気付きました。確かに嫌なようなことは聞きませんでした。

もし何かしら思っていても、口に出さずにしまってくれていた人たちのおかげでもあります。 

 ステージのメンバーは盛り上げる時はどんどん盛り上げて、ちゃんと人の気持ちを考えている人たちが

ほとんどだったと思います。そのおかげで、いごこち良くすごすことができ、本当によかったです。 

 話が少し変わってしまいますが、練習場所に移動をする時にたくさん装飾をされ、それがどんどん完成

に近づいていくのを見ているのもとても楽しかったです。本番当日までずっと学校祭のような気分を味わ

うことができたり、気分が上がったりしていました。それまであったものが急になくなったことはやはり

さびしかったですが、その分楽しかったことがたくさんありました。 

３年４組 橋本 桜 

 最後の学校祭、過去３年間で一番いいものにしたいと思ったけど、思った以上に準備期間が短く最初は

本当に成功するのかなと思っていました。ダンスチームは前半はシナリオの作成もダンスの練習も全然進

まず、意見が割れてしまったり、チームが一つになっている感じではなかったです。ですが、参加型ステ

ージのみんなと議論したり、アドバイスをもらったりして、後半は自分たちのことに全力で取り組んでい

きました。そして、当日、作成したビデオの BGM が流れないというトラブルが発生しましたが、そのト

ラブルを忘れて、カバーできるくらいに会場は盛り上がりました。みんなに楽しんでもらえてうれしい気

持ちと、自分達も見ていて楽しいという思いで盛り上がることができました。発表が終わると、周りの人

達から「参加型面白かった！」「ダンス上手だった！」と声をかけてもらえて、最高の学校祭になりました。 

３年５組 鎌中 洸丞 

 学校祭、楽しめました。劇は全て面白かったです。そして、最後の劇ビリギャルを見て中学校生活もあ

と半年なんだなあと思いました。展示は「祭り」というテーマでミニゲームも多くあり楽しめました。 

 中学校生活最後の学校祭楽しかったです。 


